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（事前ダウンロード）Pythonのインストール

• Python 3.5以降（推奨は下記の3.7.5）をインストールして下さい

「Download」からOSを選択
してクリックし、表示された
ページを下の方にスクロール

Windowsの方は上記のインストーラを
ダウンロードいただき、ダブルクリック
で実行して下さい。
（32bit・64bit共通）

※Macの方はこちらを利用して下さい

https://www.python.org/

https://www.python.org/


（事前ダウンロード）Pythonのインストール

• 他のバージョンでも動作するものがあると思いますが、pipを使用することと、
最新版の3.8.0を含めて動作未検証ですのでその点ご了承下さい。

※重要※
必ずチェックを入れておいて下さい。

これでインストールは完了です。



ハンズオン準備（Pythonの基本的な動作方法の説明）

① テキストエディタでコードを編集し、
「○○.py」のファイル名で保存します

エディタは各自の環境をご使用下さい。

Windowsの方は
TeraPadが標準で
インストールされ
ています。

② 保存したPythonのファイルをコマンドから
「python ○○.py」の形で実行します

Windowsの方はスタートボタン
をクリック後に「cmd」と入力
しEnterを押下するとコマンド
プロンプトが起動します。
(Macではターミナルというアプリ)



ハンズオン準備（作業用フォルダと環境の準備）

① デスクトップに「jcmi39」等の名前の
作業用フォルダを準備し、事前ダウン
ロードしたファイルを格納します。

① 参加申し込みページの「事前ダウンロード」
から、今回使用するプログラムをダウンロー
ドして下さい。（11/20中にアップ予定）

作業フォルダの中に「templates」
というフォルダを用意し、その中に
HTMLファイルを配置します。



ハンズオン準備（Flaskのインストール）

•本チュートリアルでは、PythonのWebフレームワークとして、
「Flask」というライブラリを使用します。

• pipコマンドを使用することで簡単にインストール可能です。

① コマンドプロンプトで
「pip install flask」と入力し実行します。
（ここはどのフォルダで実行してもOK）

② メッセージが表示されインストールが
進行します。



ハンズオン準備（Flaskのインストールの確認）

•作業フォルダ内にある「hello.py」をCMDで実行します。

① hello.pyを作業フォルダに配置
（CMDで表示されている場所）

② CMDでhello.pyを実行

③ Webブラウザを開くと
Pythonの出力をブラウザ
上に表示できます。

http://localhost:5000/jcmi39

http://localhost:5000/

hello.pyのコード
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④ Ctrl ＋ C で終了します

http://localhost:5000/jcmi39
http://localhost:5000/


日本Ｍテクノロジー学会について

• (主に)医療データベース、プログラミング等に関連する領域の

利用、応用、改良、及び普及を行うことを目的とした団体です。

• 現代のＭテクノロジーは関数型のプログラム、ツリー型とテーブル型の

両方式のDBを統合できるオブジェクト指向型の開発環境です。

• より良い医療システムアーキテクチャを探究しています。

•プログラミングやデータベースの技能・知識を持った情報部門

担当者の育成を目的としたチュートリアルを年3回実施します

• 学術部会（主に大学・病院関係）と技術部会（主にベンダ関係）が中心

• 年次大会ではユーザとベンダのそれぞれの立場からの学術発表、技術討

論、チュートリアル等を行い、会員のレベルアップを図っています。


